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感を介して影響を及 ぼ す場合 もあ る。そ の 作 用 を調べ る 栄

養学 を，私 は 「五 感栄 養学」 と して，今後，益 々 研 究 が 進

展す る と 思 っ て い る 。

　今 回，食品成分 と脳機能 に 関 す る 研究手法 の 解説，脳 内

神経伝 達 物質と脳機能 の 関連，具体例 と し て，柑橘香気成

分 や 緑 の 香 りに よ る 脳
・神経作用，ま た ，調 理 や 発酵 させ

る こ とに より変化す る　 γ
一

ア ミ ノ 酪酸 （GABA ） に よ る

抗 ス トレ ス 作 用 な どを取 り上げ る。脳機能が 関わ っ て い る

こ とか ら．当然，人 間 形 成 に も 関与 して い る と 思 わ れ る。

〈講演内容＞

1　 は じめ に ：文 部科学省大 型 プ ロ ジ ェ ク トへ の 取組 　21

　世紀 COE ．グ ロ ーバ ル COE ，都市 エ リ ア 産 学官連携促

　進事 業

2　 食品成 分 と脳 機能研 究 の 研 究手法 ：

3　柑 橘香気成分 ，緑の 香 りに よ る 脳神経作用 に 関す る研

　究 ： 動物実験 と ヒ ト介入試験

4　 ギ ャ バ （GABA ：γ
一

ア ミ ノ 酪酸）に よ る 脳神経作用

　に 関 す る 研 究 ； 動 物 実 験 と ヒ ト介 入 試 験

5 　 お わ りに ：

特別講演 II　 調理 を介 した人間形成一 食育に お け る役割一
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「メ ジ ャ コ ン 」 が 「3・1 ・2弁 当箱 法」 を 日本語，英語，

カ ラ オ ケ バ ージ ョ ン の DVD も。

．
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